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は じだ刈こ

浜津ヶ池遺跡は昭和20年代、当地方の考古学の先

達である神田五六氏によって発見され、昭和30年代

にいたり、金井汲次氏によって旧石器時代の遺跡で

あることが確認されたという長い研究史をもち、古

くから、学会に知 られた遺跡でありました。さらに、

近年の考古学の発展により、数少ない今から約 2万

5千年以上も昔の旧石器時代遺跡であることが明ら

かにされつつあります。

今回の調査は浜津ヶ池の水辺環境整備事業に伴 う

事前調査でありますが、出土層の確認、遺跡の広が

り等についての貴重なデーターを得ることができま

した。

本調査報告書が、少しでもこれからの考古学や歴

史の解明に役立つ と同時に、市民の皆様の学習や研

究の資料になれば幸いです。

最後になりましたが、本調査にご協力いただいた

関係各位および地元市民の皆様にあつ く御礼申し上

げます。

平成 8年 3月

中野市教育委員会教育長 小林治己

-1-
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第 1章 位 置 と立 地

第 1節 位 置

浜津ヶ池遺跡は長野県中野市大字栗林字大池平に

位置する。中野市は長野盆地の北端、盆地が収束す

る部分にあたる。中野市の地形は市の西縁部を画す

と同時に長野盆地の北西縁部を形成する高丘丘陵、

長丘丘陵、長野盆地の沖積面 (盆地部)、 長野盆地

の東縁を画する河東山地とそこから流下する河川に

よって盆地部に形成された扇状地からなる。

長野盆地の北西縁部は西部山地 とそれに続 く丘陵

地帯 (高丘丘陵はこの丘陵地帯の東縁、長野盆地の

沖積面と接する部分にある)か らなる。西部山地の

頂部は平坦な地形をなし、前期更新世に形成された

準平原と考えられている。また、丘陵地帯は長野盆

地の主軸方向と同じ、南東から北東方向に並ぶ二列

の丘陵群に分けられ、西部山地寄 りに南から豊野、

赤塩、奥手山丘陵が並び、その東側に南郷、高丘、

長丘丘陵が並ぶ。西部山地寄 りにある丘陵ほど比高、

規模 とも大きく、西に高い階段状の地形をなし、基

盤 となる地質も古い傾向を示 している。盆地部 とは
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1図 遺跡の位置 (そ の |)
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2図 遺跡の位置 (そ の 2)
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3図 遺跡の立地
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4図 遺跡の調査区
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直接急峻な崖で接 している。

遺跡の立地する長丘丘陵は高丘丘陵と連続し、長

野盆地の北西端部を形成し、千曲川を挟んで西側の

豊野、赤塩、奥手山丘陵へ と続 く。千曲川は先行性

の河川で、丘陵が隆起する以前からの位置を現在 も

保らているものと思われる。

遺跡は連続して南東から北東に延びる長丘丘陵と

高丘丘陵が接する部分にあたる。高丘丘陵は南に位

置し、連続する長丘丘陵よりも標高が低い。

第 2節  立 地

遺跡は標高の低い高丘丘陵と長丘丘陵が接続する

部分の標高の高い長丘丘陵の先端部分の丘陵鞍部に

形成された小谷の斜面に位置する。

谷は北から南にむかってひらけ、やがて西に方向

を変える。谷の奥行 きは南北約 l km,幅 は約500m

を測る。谷底 と盆地底部 との比高は約70mを測る。

谷の奥、谷が始まる部分に湧水がある。

遺跡名からもわかるように、現在は谷を堰 きとめ

て、灌漑用貯水池となっているが、遺跡の営まれて

いた時点では湿地か沼が形成されていたと思われる。

遺跡は谷の西斜面、浜津ヶ池の西岸に広がってい

るものと思われるが、今回調査 した岸辺付近からよ

り東側、池底にかけて広がっていると推測される。

第 3節 層序

高丘丘陵の旧石器時代の調査は研究の緒についた

ばか りである。

そのため、旧

石器時代遺物

の包含層の統

一的、考古学

的な層序区分

は行われてい

ない。また信

濃町周辺で認

□

I:l瞥

□
Ⅸa青茶灰自粘土層

□

Ⅱ

至:色 klllIXb青
灰自粘土層

ι,多多多

皿
香驚 [EΞ :]X編

曝 層

圃胚 □ Ⅱ囃層

鱚
lV b黒掲色土層

NVa灰
自黄色土層

廊
Vb茶自黄色土層

囲
Ⅵ白黄色粘質土層

□
lll黄茶自色土層

□
lll a黄 自茶掲色オ占土層

WllllVIlb茶
掲色粘土層

められる比較的厚い火山灰層の堆積 も本地域では認

められない。

さらに、今回の調査区の層序は水成堆積 と思われ、

他地域 との比較は更に困難にしている。

今回は色調や混入する粒子から、便宜的に次のよ

うに区分 してお く。

1層 :近年の道路改良工事による土盛 り。黄色の

粘土層。

2層 :灰 白色を呈し、直径 0。 2～ l cm前 後の赤黄

色の粒子がブロック化したものが、斑状に

混入する。

3層 :赤黄色、茶褐色の粒子が主体 となり、赤褐

色土が混じる。

4層 三黒褐色土層。粒子の密度によって a、 b二

層に細分できる。

a層 は上層の粒子が沈殿 し暗色化 したも

のが斑点状に混じる。

b層 は 1～ 5 mm程度の粒子がわずか混入

する。

縄文時代の遺物が含まれる。

5層 三やや白色の黄色土層で、茶褐色および赤黄

色の粒子を含む。色調 と混入した粒子の大

きさからa、 b二層に細分できる。

a層 は上層の影響を受けてか、やや灰色

味が強い。 1～ 2 mmの粒子が斑点状に混入

する。

b層 はわずかに茶色味が強 く、 1～ 5 mm

程度のやや大きめの粒子が混入する。

6層 :やや白味がかった粘質性の黄色土層で、調

査区の中央から端にいくにつれて、暗赤色

が強 くなる。 B5グ リッドから南側では粘

土質から粘土に変化する。

1～ 3 mm程度の黄色と茶褐色の粒子がわ

ずかに含まれる。また、クラック状を呈し

た灰色の粘土ブロックが含まれる。クラッ

クは更に下層に発達 して延びる。

7層 :やや黄色 と茶色味がある自色度で固 くし

まっている。
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5図  基本層序
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茶褐色粒子

と赤黄色の粒

子が含まれる。

赤黄色の粒子

は少なくなり、

大 きさも0。 5

～ l mmほ ど に

なる。場所に

より密度の薄

い音6分 と濃い

部分がある。

また、茶褐色

粒子はB5グ

リッ ド以南に

いたると、短

い縞状の斑点

となる。

なお、本層

の上部は大 き

なクラックが

発達 し、上層

(第 6層 )が

クラックの隙

間に落ち込ん

でいる。

8層 三茶味の強い褐

色の粘土層で、

上 層 (第 7

層)が 小 ブ

ロックとなっ

て混入するa

層 と全 く含 ま

れない b層 に

細分 される。

なお、 a層の

上面にクラッ

クが認められる地点がある。

9層 :青味の強い灰白色粘土で、上層 (第 8層 )

が斑点状に含まれるa層 とそうでない b層

に細分される。 b層 には 1～ 2 cm前後の礫

が含まれる。

10層 三黄緑色がかった青灰色粘土。茶褐色の粒子

(0。 5～ 2 mm前後)、 赤黄色の粒子 (0。 5～ 2

mm)がわずかに含まれる。上層よりも多く

の小礫が含まれる。

11層 :灰白色粘土層。ブロック状の赤黄色土が混

入している。やはり、/Jヽ礫が含
″
まれるが上

層よりも大きい。やや粘質が弱い。

第 4節 研 究略史

昭和20年代から、浜津ヶ池の西側一帯より黒曜石

の石器が出土することが注目されていた。しかし、

当時は旧石器時代が日本列島に存在しないと考2ら

れていた時代であり、隣接する弥生時代遺跡である

栗林遺跡に関連する石器製作遺跡であると考えられ

ていた。

旧石器時代の存在が明らかになって間もない昭和

30年代、金井汲次氏はこれらの黒曜石製石器が旧石

器時代のものではないかと考えるにいたった。

お りしも、昭和35年 (1960)、 浜津ヶ池西側の農

道改修工事が行われた。それに伴い、神田五六、金

井汲次、高橋桂氏による発掘調査が実施された。地

下60cmの茶褐色粘土層より、黒曜石製のフレイク等

の石器、70′点余 りが出土した。遺跡の調査報告を担

当した川上元氏は旧石器時代の終 り頃、ナイフ型石

器文化の最終末段階の石器群ではないか と指摘 した

(川 上・1960)。

さらに、昭和62年 (1987)、 県営畑地帯総合土地

改良事業に伴い、農道を扶んだ池の西側斜面を調査

した。調査は畑灌漑用のスプリンクラー設置に伴 う

もので、調査区の幅が狭 く、深さも80cmに 制限され

たものであった。

この調査では池の西側をかなりの面積にわたって

試掘調査 したような結果になったが、わずかに数″点

のフレイクを確認するにとどまった。
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さて、近年にいたり、信濃町周辺の調査でAT層

以下の石器群の存在、中野市沢田鍋土遺跡の石器群

が知られるようになってから、浜津ヶ池遺跡の石器

群も後期旧石器時代前半の石器群ではないかと考え

られるようになっている (関  1985)。

第 2章 調査成果

第 1節 調査

浜津ヶ池の整備事業は池の周囲の護岸と遊歩道の

設置および駐車場の整備である。

調査は駐車場 として整備される地′点と池の周囲の

護岸工事部分の内、これまでに多くの遺物が表面採

集された池の南東部分を調査地′点として選択した。

駐車場 として整備される地点については、試掘 ト

レンチを設定して調査 したが、すでに工事により削

平されてお り、遺物は出土しなかった。

池の南東部分の岸辺については調査の結果、極め

て狭い範囲にも関らず、遺物分布集中地点が三箇所

確認され、総数350′点余 りの石器類を発掘 した。

第 2節 遺物の集中地′点

第 1集中地点

B7か ら8グ リッドに位置する。240× 100cm,厚

さ約50cmの 楕円形を呈する。遺物の集中の東側部分

は攪乱により遺物包含層が失われている。

遺物の分布はさらに調査区の東側に延びているも

のと思われる。

第 2集中地点

B6か ら7グ リッドに位置する。320× 180cm、 厚

さ約60cmの 楕円形を呈する。

遺物分布は東西に若干広がるものと思われる。

第 3集中地点

C8か ら9グ リッドに位置する。280× 120cm、 厚

さ約90cmの 楕円形を呈する。
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7図 遺物出土状況図



8図 石材分布

一- 10 -―

9図 石器接合平面図



第 3節 石材分布のあり方

出土 した石器の石材はチャー トと黒曜石に大別 さ

れ る。黒曜石 340点余 りにたいしてチャー トは 4点

と極めて数が少ない。

黒曜石については肉眼で更に細別 を試み、都合 2

種類に大別 し、 さらに各々を 5種類に分類 してみた。

それぞれAl、 A2、 Bl、 B2、 B3、 B4と 呼

称する。これらは、肉眼での分類であるために信頼

度は高 くないが、一応の目安 と考 えた。

Aは鉄分 とされる茶褐色の部分 をもつ もの。

A-1三 全体に茶褐色味の強い黒色。

A-2:透 明な部分に茶褐色味の強い不透明部

分が入 りこむ。

Bは鉄分 とされる茶褐色部分の含 まれないもの。

B-1:透 明部分に不透明な黒色部分が筋状に

見える。

B-2:B-1と 同様であるが、気泡が含 まれ

る。

B-3:透 明部分に強い黒色の縞状部分が含 ま

れる。

B-4:光 にかざすと黒色の男がかかったよう

に見え、白色の縞および気泡を含む。

うち、B-3は 第 2集中地点に 1点確認されたが、

出土位置が不明瞭のため、分析からは除いている。

各集中地″点に共通する石材 とそうでない石材の二

者がある。

量的には変動があるものの、A2、 Bl、 B2は

各集中地点に共通する石材である。一方、Alは第

1集中地点に、B4は第 3集中点でのみ検出されて

いる。

3集 中地点とも、同じ石材を保有していることか

ら、極めて近い時間帯に形成されたものと考えるこ

とがで`きよう。

第 4節 遺物

遺物は総数350点余り出土している。そのうち、

第 |ブ ロック 第 2ブロック 第3ブ ロック

10図  各集中地点の石材

165点 を図示 した。図示 しなかった遺物はの大半は

l cmに 満たない小さな剥片である。

石核、二次加工のある景J片、景J片が検出されてい

る。一般に、二次加工 とした景J離は極めて微細なも

のが多い。こうした微細な余J離は使用によっても十

分に生 じるものであり、意図的な争J離であるかどう

か判断しがたいものも含まれる。

第 3章 浜津ヶ池遺跡出土の

石器群の分析

第 1節 分析の方法

浜津ヶ池遺跡出土の石器群は台形様石器を含む石

器群である。長野県下における同様の石器群には諏

訪市ジャコッパラ 8、 同12、 立科遺跡 F地点、弓振

日向遺跡、針の木平遺跡、貫ノ木B遺跡、野尻湖湖

底立ヶ鼻遺跡などをあげることができる。また、近

年、信濃町野尻湖周辺では台形様石器を伴 う石器群

の大規模遺跡が数遺跡発見され、その分析が進めら

れている。

しかし、その数は決:し て多いとはいえない。そう

した中で、浜津ヶ池遺跡の位置する高丘・長丘丘陵

の南端部では、立ヶ花表遺跡、沢田鍋土遺跡、安源

寺遺跡と台形様石器を含む石器群が狭いエ リアに集

中している。

しかしながら、立ヶ花表遺跡、安源寺遺跡、沢田

鍋土遺跡の一部 (第 1次調査)で検出された石器群

は、調査 といえども工事中のもので十分な記録が残

されていなかったり、攪乱により出土状況が明確で

一- 11 -
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田鍋土遺跡 (中 野市教育委員会・1987)、 立 ヶ花表

遺跡、安源寺遺跡 (長野県考古学会  )を 一つの

石器群 と考 え共通なもの とした。

形態分類の基準の選択は極めて難 しい問題ではあ

るが、本稿では刃部のあ り方を基準 とした。それは、

石器の形態を決定する第一義的な属性は機能である

と考 えられるか らである。そして、機能は刃部の形

態 とその運動に関ると考 えるからである (第 18図・

19図 )。

A類 :石器の長軸に並行 した比較的長い刃部 をも

つ もの。調整加工の部位により細分 した。

Al類 :側縁に調整争J離が認め られるもの。急

角度の並列 した小彙J離による調整景J離

が顕著である。

A2類 :基部に調整争j離が認め られるもの。基

部方向か らの平坦な調整争J離が顕著で

ある。

B類 三石器の長軸に対 して、斜行す る刃部 をもつ

もの。基部 とそれを扶む両側縁に調整余J離

が認め られる。調整景J離には平坦余J離や折

Ｍ Ｃ
・
７

「

Ⅲ

Ｉ ＩＩ

Ⅶ
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Ｗ

）

５ Ｈ

札
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17図  出土石器 グリ

はなく、資料的な精度に危ういものがある。

とはいえ、それぞれの遺跡の石器群は限定された

狭い地域のものでありながら、その様相を少しづつ

異にしていることを重視 したい。なぜならば、当該

石器群の変遷を示めしている可能性が高いと思われ

るからである。

本地域ではまず当該石器群の変遷課程を知ること

が急務であると考えられる。そのためには複類の石

器群を同時に分析することが必要である。幸い本地

域では先述したように狭い範囲に複数の石器群が検

出されている。

そこで、浜津ヶ池遺跡の石器群を単独で分析する

よりも、これら限定された地域で発見された石器群

を取 り込んで、分析することにより、浜津ヶ池遺跡

の石器群をはじめとする台形様石器群の変遷課程を

知ることができるのではなかろうか。

第 2節 石器の形態分類

形態分類は、浜津 ヶ池遺跡 (川 上元 01960)、 沢

第 395

- 18 -
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18図  浜津ケ池遺跡石器分類

断が用いられている。                  小さな景j離が顕著である。

C類 三石器の軸 と刃部が直交するもの。平面形態         大型 (ClL)と 小型 (ClS)の 二者が

により細分する。                    ある。

Cl類 :全体の平面形態が三角形を呈するもの。    C2類 :平面形が四角形を呈するもである。素

調整争J離には平坦景J離、並列する急角         材争J片の打面とその端部に調整景J離認

度で小さな景J離、折断が認められる。         められる。これにも大型 (C2L)と

他の形態の石器 と比較 して、並列する         小型 (C2S)が ある。

- 19 -



Ａ

∪

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｋ

Ｋ

Ｓ

Ｓ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

安源寺遺跡

貫ノ木 B遺跡
栗林遺跡
沢田鍋土 1次

沢田鍋± 2次
浜津ヶ池遺跡
浜津ヶ池遺跡表採
日向林遺跡

D

Δ50%

鍮崎A

ふⅧ司A

贈]ワ
A

凸

戚

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一⑮

判

曰◇零

閻∫贔

判:

舅4熙

g¶QA

騨リロ

Ч A

巾 セロ

Al

駐2

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

Ⅷ   職

¶燈DRコ :

(ミミi::::::7;)ク
'                     2

¢』Q貶

靱

．

鯵

` 

川

囁!励

19図  石器の類型

θ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一１

Ｍ
Ｉ
縣
写

一- 20 -―



D類 :尖頭ないし丸みを帯びた刃部 と狭い基部 も

つものである。基部の調整争J離に平坦争J離

が多用 される。大型 (DL)と 小型 (D

S)がある。

大型のものは基部調整が少なく、極端に厚

いものがある。

第 3節 素材剥片争J離

沢田鍋土遺跡遺跡、立ヶ花表遺跡、浜津ヶ池遺跡

で残核が出土している。また、多くはないが景J片が

接合 したものが二例ある。これらの残核を3類に分

類する。

l 第 1類 :縦長景J片が景J離 されるもの。

(1)沢田鍋土遺跡遺跡出土例 (第 20図、第22図

1)

残核に 3片 の景J片が接合 した。NQ7、 20景J片 は寸

詰まりの縦長争J片、NQ29争j片 は左右の側片が非対称

ではあるが、寸詰まりの縦長景J片 と考えられよう。

頁岩の転石が利用されている。全体の形状ははっ

きりしないが、ほぼ拳大の偏平な亜角礫であったと

考えられる。

石核の底辺の両側面に争j離が認められるが、残核

を石器に転用したためのものと考えられる。

No.7彙J片 は表皮をは ぐように景J離されている。後

の景J離で頭部側の左半分が失われてお り、断定はで

きないが、残存する頭部には特に打面となるような

争j離が観察されず、表皮を直に打面 とした景J片 と思

われる。 次に、NQ20の 争J片 が接合 している。この

景J片が景J離 される以前に、本景J片景J離の方向と直交

する方向からの最J片景J離が行われている。

NQ29景J片 はNQ20の争J離方向に直交する方向から景J

離される。前段階で同様な方向の争J片景j離が 1、 2

回行われている。

接合 した景J片 などを観察すると、同打面から1～

2回程度の景J片景J離が行われると打面を新たにでき

た景J離面に移 し、同様に景J離する。これが何回か繰

り返 されたもの と考える。結果的には、同一打角か

ら 1～ 2回の景J離 を行い打面を90° 移転す ることな

る。

景J離される余J片 の形状は新たに景J片余J離作業面に

なった争j離面の幅に左右されよう。本例のように偏

平な場合は、狭い面を作業面としたときに縦長の景J

片が剥離される。

(2)浜津ヶ池遺跡出土例 (第21図、第22図 2)

拳大の黒曜石の転石が利用されている。現存する

部分には石核調整景J離は認められない。

まず、打面 と実測図の正面にあたる景J離面が余J離

され、次に大型のNQ128景 J片 が分割されるように景J

離される。景J離 されたNo128景 J片 からは「ポジーポ

ジ」の剥片が一枚争J離 されている。

次に、No。 165争J片 が争J離 される。打面は石核の背

面側にあり、接合 したNQ142、 132と は打面を共有し

ていない。NQ165は頭音陶こ二次白勺な剥離があ り、 打

面は残されていない。しかし、争J片 の形状や リング

からみて、石核の背面に届 く
゛
ような大きなものでは

ない。

とすれば、No。 165+147+132を 含む、これよりや

や大 きめの争J片 として、景J離 された後に、NQ165が

剥離されたことになる。すなわち、石穆料 らヽ、NQ12

8の ような大きな盤状の景J片 が景J離された後、この

最J片 を石核 として、No。 165や NQ147、 NQ132の 最J片 が

景J離 されたと考えられる。

同様のことはNQ147と NQ132の争j片 にもいえ、大き

く景j離 された後にNo.147が争j離 された可能性 も否定

できない。

本例の景J片剥離は石核の外報Jか ら、徐々に内倶]に

景J片景J離が進行するのではなく、石核が大きな景J片

に一度分割され、分割された景J片が石核 (第二次石

核)と なって景J片景J離が進められたと考えられる。

2 第 2類 :残核がプ リズム状を呈するもの。

(1)沢 田鍋土遺跡出土例 (第22図 3)

プ リズム状の石核の腹面を余J片争J離作業面として、

周囲から、貝殻状の景J片 を景J離 している。
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3

21図 浜津ケ池遺跡石核接合例
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(2)浜津ヶ池遺跡出土例 (第 22図 4)

プリズム状の石核の腹面を打面として、両側面か

ら争J片景J離が行われている。打面の移転は認められ

るが、打面を固定する傾向が強い。また景J片争J離角

が急角度になっている。

3 第 3類 :残核が礫器状をなすもの。

沢田鍋土遺跡のみで検出されている。丁度、断面

山形の礫器を製作するように景J片景J離 を行 う。 5の

例のように、両側面を争J片景J離作業面としているも

のと、 6例は傾J面 も景J片作業面にしている例がある。

6は 第 1類の石核 とも考えられるが、やや幅が大き

いことから本類に含めた。

該当する石器群の保有する石核を3類に分類した。

l類、 2類の石核は沢田鍋土遺跡、浜津ヶ池遺跡に

認められるが、やや様相が異なる部分を持つ。礫器

状の残核 となる3類の出土は沢田鍋土遺跡遺跡のみ

であり、黒曜石を主体 とする他の石器群には認めら

れない。

l類は縦長景J片 を目途 としたものと考えられてい

るが、景J片 の両側縁が平行することも目途の重要な

部分を占めているのではなかろうか。

ところで、縦長景J片 の余j離では、景J片景J離の作業

面の形状 (平坦か、山形に角度がついているか)が

重要な要素 となる。余J離角や、加撃の方法 (ハー ド、

ソフト、あるいはパンチのあるなし)も 重要な要素

であるが、まずは争J片景J離作業面の形状が大きな制

約条件 となる。

縦長景J片 を景J離するには、はじめから、偏平な石

核の狭い面を景J片景J離作業面 として選択するか、綾

がある部分 を選択するか、あるいは綾 をつ くると

いった手段が考えられる。石刃技法の大きな特徴は、

作 り出した景J離作業面の綾を保持 しながら連続的に

剥片が争J離されることにあると考「える。

沢田鍋土遺跡例では争J片 の背面に綾は顕著でなく、

選択された打点の位置も景J片 の背面に稜が形成され

る石核の角を選択していない。この最J片景J離過程で

は(石刃石核のように、剥片景j離作業面に角度を用

意して縦長景J片争j離するのではなく、景J片余J離作業

面の幅そのものを狭 くして縦長景J片 を景J離する手法

が選択されているように考えられる。石核の原材 と

なる転石 もはじめから偏平なものが選択されたので

はなかろうか。

浜津ヶ池遺跡例では偏平な転石は利用されていな

いが、剥片^争
J離はそこからう汁害Jさ れるように景j離:さ

れた分厚い景J片 (第二次石核)か ら行れている可能

性がある。第二次石核の打面は狭 く、打点 もコー

ナーを選択 しているようには見えない。ただ、打点

の位置が打面の中央より左右にづれ、景J片景j離作業

面が打面の長軸に対して斜めになっている。石刃石

核へ受け継れる要素 とも考えられる。

このように、沢田鍋土遺跡、浜津ヶ池遺跡で検出

された縦長景J片の景J離は偏平な石核から景J離 されて

お り、石刃技法に見られるような景J片景J離作業面の

綾を利用していないと考えられる。

そして、沢田鍋土遺跡と浜津ヶ池遺跡の相違′点は、

沢田鍋土遺跡例は最初から偏平な転石を利用 してい

るのに対して、浜津ヶ池遺跡例は転石を分割して偏

平な石核にしていることをあげることができよう。

また、浜津ヶ池遺跡例では打点の位置が左右にづれ、

打面の軸にたいして、景J離作業面が斜めになる′点も

注意される。

第 2類は貝殻状の最J片が目途とされた石核である。

沢田鍋土遺跡、浜津ヶ池遺跡には残核が検出されて

いる。また、立ヶ花表遺跡には若干の最J片接合資料

があり、景J片 の景J離過程を推定できる。この例では

だ打点は石核の周囲を移動するものの、打面を固定

する傾向が強いものと思われる。

沢田鍋土遺跡例 (第 22図 3)の素材の形状は明ら

かではないが、立ヶ花表遺跡、浜津ヶ池遺跡例は分

厚い景J片が素材 と思われる。沢田鍋土遺跡例は石核

の周囲から争J片景J離が行われているのに対 して、浜

津ヶ池遺跡では打面の転移は行わるものの、打面を

固定して複数回の景J片景J離が行われ、両者には相違

点が認められる。
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これらの石核の時間的前後関係はあきらかでない

が、沢田鍋土遺跡から浜津ヶ遺跡へという変遷を想

定すると、第 2類の石核には序々に打面を固定して

いく傾向を指摘することができよう。

第 4節 形態の組み合わせ

石器は形態から、四類に大別 した。これらの石器

の組み合わせ を検討 しておこう (第 23図 )。

沢田鍋土遺跡では、分類に対応した石器形態は存

在するが、その種類は少ない。

A類 とした縦長の石器は黒曜石を主体 とする他の

石器群では、Alと A2に細分されるのだが、ここ

では両者の特徴が併存しているように思える。

また、C類 と石器の軸 と刃部が直交する石器は全

体に厚 く、区別される。

D類 と思われる石器 もあるが、不安定な形態であ

る。

立ヶ花表遺跡では、ほぼ全形態が出現しているが、

全体に景J片が大振 りである。また、全体的な印象と

しては調整余J離が荒いようにみえる。

沢田鍋土遺跡、安源寺遺跡では石器数が少なくそ

の組み合わせ を考えることはできないが、尖頭ない

し丸みを帯びた刃部をもち、小型の石器、D2類が

伴っていることが特徴的である。

浜津ヶ池遺跡では石器は小型化が顕著である。ま

た、形態分類ではD2類に含めたが、基部調整のあ

る小型の石器が出現している。

訳
● ● ・

型ヽ
・
型ヽ

● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

23図 石器の組み合せ

第 5節  まとめにか えて

これまで、見てきたように、それぞれの石器群の

景j片余J離や石器形態は微妙に異なっている。敢 えて、

形態や景J離の技法 をたよりに、これ らの石器群 をこ

れまで知 られている石器群の変遷 と対応させ ると、

沢田鍋土遺跡→立ヶ花表遺跡→沢田鍋土遺跡・安源

寺遺跡→浜津ヶ池遺跡という変遷過程が考えられる。

ただし、信濃町周辺の遺跡などを考慮すると、この

変遷の間に別の特徴をもったの石器群が存在すると

考えたい。
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↑遺跡全景

↓層位



↑遺物出土状況

↓調査風景
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